
経営協議会（第６回）議事要録 

 

日   時 令和４年３月１６日（水）午前９時５５分～午前１１時５０分 

場   所 大会議室 

出 席 者 学長、菊池、福田、佐藤、中鉢、安野、前田、宮内、岡、松岡の各委員 

欠 席 者 伊東、田村の各委員 

配 付 資 料 「学長冒頭説明資料」 

資料１「本学の今後の経営見通しと令和４年度学内予算配分の主要事項（案）」、 

   「令和４年度学内予算配分学内版（案）」 

資料２「規程改正等一覧」 

資料３「令和 4年度実施の教員研修等の方針について（案）」 

資料４「中期目標提示」、 

   「中期計画（認可申請）」、 

   「【事務連絡】中期計画に記載することが必要な事項等について」 

資料５「学生寄宿舎整備等事業 事業者の決定について」、 

   「学生寄宿舎整備等事業について」 

   「河北新報記事_学生寄宿舎整備等事業について」 

資料６「本学の平成３０年度以降の計画的な施設改修による経営基盤整備、機能強化の 

状況」 

資料７「令和４年度国立大学運営費交付金「成果を中心とする実績状況に基づく」」 

資料８「令和 3年度教員免許状更新講習実施結果について」、 

   「H29_R3必修講習・選択必修・選択講習受講状況経年変化」、 

   「令和 3年度更新講習経費収支見込」 

資料９「令和４年度入学者選抜試験実施状況」 

 

学長挨拶 

学長から「学長冒頭説明資料」に基づき、第３期までの取組み及び第４期からの 

取組みについて説明があった。 

 

議   事 

○議事要録の確認 

２月４日開催の経営協議会(第５回)の議事要録は、原案どおり確認された。 

 

○審議事項 

  １．令和４年度予算配分（案）について 

財務担当理事から、配付資料１に基づき説明があり、審議の結果、承認した。 

 

  ２．附属幼稚園教諭等の処遇改善について 

    財務担当理事から、配付資料２に基づき説明があり、審議の結果、承認した。 

 

  ３．令和 4年度実施の教員研修等の方針について 

    連携担当理事から、配付資料３に基づき説明があり、審議の結果、承認した。 



 

  ４．その他 

    なし 

 

○報告事項  

  １．「中期目標を達成するための計画（中期計画）」の認可申請について 

総務担当理事から、配付資料４に基づき報告があった。 

 

２．学生寄宿舎整備等事業 事業者の決定について 

財務担当理事から、配付資料５に基づき報告があった。 

 

３．本学の平成３０年度以降の計画的な施設改修による経営基盤整備、機能強化の状況について  

財務担当理事から、配付資料６に基づき報告があった。 

 

４．令和４年度「成果を中心とする実績状況に基づく配分」結果について 

財務担当理事から、配付資料７に基づき報告があった。 

 

５．令和３年度教員免許状更新講習実施結果について 

連携担当理事から、配付資料８に基づき報告があった。 

 

６．令和４年度入学者選抜試験実施状況について 

アドミッションオフィス長から、配付資料９に基づき報告があった。 

 

７．その他 

   佐藤委員から、以下の 2 点について質問があった。 

  ①人件費の上限を定めると新しい分野の教員採用に支障が出ることが懸念されるのではないか。 

   これに対して、財務担当理事から、令和 2 年度から後任不補充として教員人事会議で配置分

野を検討していること、また、総務担当理事から、特任教員の雇用を抑え人件費を教員に使用

するようにしていることの説明があった。 

  ②特別経費が科研費につながるような試みはないか。 

   これに対して財務担当理事から、特別経費は授業内容の改善のための経費としており、外部

資金獲得のためには学内公募型の重点研究支援を行っていること、わかばあおば育成プランで

若手研究者支援を行っていること、外部資金獲得者に対して報奨金を出す制度を設けているこ

との説明があった。 

 

   中鉢委員から、教員研修とはどのようなものなのか質問があり、連携担当理事から教員の自

己研鑽のために設けているものであることの説明があった。 

 

   安野委員からネーミングライツは何についてものか質問があり、財務担当理事から教室に企

業名を掲げる等を想定しているとの説明があった。 

 

   佐藤委員から、以下の 2 点について要望があった。 



   ①第４期に向けて、東北における教育大学として、学内外にエビデンスを添えてアピールし

て欲しい。 

   ②教員養成と教員研修の一体を宮城教育大学方式で確立して欲しい。 

 

 

                                  以 上 


